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第7回 訪問先
広島市：有朋柔道塾 （後編）

監修：佐藤善人
（岐阜聖徳学園大学教育学部准教授）

クリニック

アクティブ
プログラム

チャイルド

遊びも稽古も勝負は真剣！
しっかりメリハリをつけて
取り組む子どもたち
広島市内で活動するスポーツ少年団「有朋柔道塾」での
ACPクリニック第2回。非常に競技志向が強い子どもたち
が集うその道場を約2カ月ぶりに訪問した伝道師が見たの
は、“有朋流”にバージョンアップされた“遊び”の形だった。

“遊びの伝道師”
が行く！
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アクティブ・チャイルド・プログラムの内容については、日本体育協会のホームページからご覧になれます。
http://www.japan-sports.or.jp/ （トップページ右側「PICK UP」内のバナーをクリックしてください）

■ 同プログラムについては、コーチング・クリニック誌 （ベースボール・マガジン社刊） でも連載中です。

▲オニが這って追いかける「クモオニ」。
オニ以外はおなかを上にして逃げる

◀柴田先生の指導のもと、子どもた
ちお気に入りの「大根ぬき」で遊ぶ

▲有朋柔道塾の柴田光雄塾長

オニを1人決め、そのほかの人は壁に沿って横一列に並ぶ。

オニと向かいあい、オニが「網を投げるぞ！」と言ったら、

一斉に向かいの壁に向かって走る。

それを待ち構えるオニに捕まったら、その人もオニになる。

これをどんどん繰り返し、走る人がいなくなったら終わり。

「さかなとり」

遊び

1
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▲ペアの人をおんぶして走る「おんぶリレー」

▲身体能力の高い子どもたち。
逆立ちで歩ける子は何人もいる

▲上級生が稽古をしている間に、
幼児は柴田先生と一緒に遊ぶことも

2人一組になり、相手を転がして進む。

折り返して戻ってくるときは、

転がす人を交替して、

次のペアとバトンタッチ。

一番速かったチームが勝ち。

「転がしリレー」

自分のおでこに人差し指をあて、

下を向いてその場で5回まわる。

目が回った状態で走り、折り返して

戻ってきたらバトンタッチ。

「くらくらリレー」

遊び

2

遊び

3
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子どもが外遊びを
しなくなったのはなぜですか？

子ども同士だけでなく、
親子でも楽しく遊ぶには
どうしたらよいですか？

　親子で一緒に遊ぶには、まずはその関係づくりが必要だと
思われます。そもそも小さい子どもは、お父さんやお母さん
のことが大好きなはずです。しかし、日ごろほとんど会話の
ないお父さんから唐突に「外でキャッチボールをしよう」と
誘われてもテンションは上がりにくいでしょう。子どもが小
さいころからスキンシップによって信頼関係を築いておくこ
とが大切です。
　そのうえでどのような遊びをしたらよいのでしょうか。結
論から言えば、何でもよいと思います。お父さんが昔遊んだ
遊びでもいいですし、子どもが知っている遊びでもよいです。
体育授業で行っている運動（縄跳び、ボール投げなど）を一
緒にするのもよいでしょう。思いつかなければ、近所の公園
や神社といった広いスペースや遊具がある場所に連れ出すだ
けで、一緒にかけっこをする、固定遊具で遊ぶ、木登りをす
る（支える）など、親子の遊びは広がりを見せます。その結
果、親子の信頼関係はより深くなります。
　身体活動を伴う遊びは楽しいものです。「何をすればよい
のだろう……」と深く考えるのではなく、「次の日曜日、公
園に行こうか♪」と声をかけることからスタートしませんか。

1972年、神奈川県生まれ。鹿児島大学卒業、東京学芸
大学大学院修了。岐阜聖徳学園大学教育学部准教授。岐
阜県内の小学校や中学校の教諭、東京学芸大学附属大泉
小学校教諭を経て現職。専門は体育科教育学。日本全国
で体育・保健体育の授業を参観して授業づくりに関わり、
子どもと運動とのよりよい関係づくりを目指す。

さとう・よしひと

Q

Q
A

A

A

Q&
ACPや、子どもの遊びに関連する質問にお答えします。今回の回答者は、
遊びの伝道師・佐藤善人先生。子ども同士や親子で楽しく外遊びをするためには？

ACPに関する質問や悩み、感想などをお寄
せください。62ページ「読者の広場」で募
集するお便り・プレゼントのご応募に、皆さ
まの声を添えていただければ、今後の誌面
の参考にさせていただきます。

　外遊びが子どもたちの周りから遠ざかってい
る理由はさまざまありますが、よくその説明に
用いられるのは「3間」の減少です。3間とは「時
間」･「空間」･「仲間」のことを指します。子
どもが塾や習い事で忙しくなり、友達と遊ぶ時
間が減少したこと、都市化により遊ぶ空間が減
少したこと、少子化の影響から、一緒に遊ぶ友
達が減少したことが、外遊びが見られなくなっ
た原因だと考えられています。最近では、それ
らを改善する「手間」を大人がかけないことも
原因の一つにあげられるようになり、「4間」
といわれることもあります。

　ところが、子どもは決して遊んでいないわけ
ではありません。外遊びをしていないだけで、
通信機能のあるポータブルゲームなどで熱心に
遊んでいます。これらは大変おもしろい遊びで
すが、そればかりに夢中になることの問題が指
摘されています。身体活動を伴う外遊びを行わ
なくなったことで、体力 ･運動能力の低下や社
会性の欠如など、子どもの心身の発育発達に悪
影響が見られるようです。子どもが元気よく外
遊びをする環境を大人が整えていくことは（公
園の整備、遊びの紹介、一緒に遊ぶなど）、今
後の大きな課題だと考えられます。
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